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学
校
環
境
と
入
学
要
件

　

台
北
日
本
人
学
校
（
重
山
史
朗
校
長
）

は
児
童
生
徒
数
七
三
九
名
の
大
規
模
校
で

す
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
台
北
は
治
安
が

よ
く
、
学
校
へ
徒
歩
や
地
下
鉄
等
の
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
学
す
る
子
供
が

多
い
こ
と
で
す
。
小
学
校
六
年
生
ま
で
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
が
、
中

学
生
に
な
る
と
ひ
と
り
で
の
通
学
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。台
中
日
本
人
学
校（
松

尾
功
子
校
長
）
は
児
童
生
徒
数
一
三
三
名

の
各
学
年
単
学
級
の
中
規
模
校
で
す
。
街

の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
た
め
、
子
供
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か

保
護
者
の
送
迎
で
通
学
し
ま
す
。

　

両
校
と
も
入
学
要
件
は
台
湾
以
外
の
国

籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
台
湾
籍
の

み
の
子
供
は
、
現
地
の
法
律
に
よ
り
入
学

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
な
か
に
は
両
親

と
も
台
湾
籍
で
も
、
子
供
は
ア
メ
リ
カ
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
等
の
第
三
国
の
国
籍
を
持

ち
、
日
本
人
学
校
に
入
学
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
台
湾
の
保
護
者
が
子
供
を
日

本
人
学
校
で
学
ば
せ
た
い
理
由
に
は
、
日

本
の
し
つ
け
や
生
活
習
慣
、
多
様
性
に
富

ん
だ
学
習
内
容
と
い
っ
た
点
へ
の
評
価
と

期
待
が
あ
る
そ
う
で
す
。

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
供
の
増
加

　

台
北
で
は
昨
年
八
月
よ
り
、
原
則
と
し

て
入
学
希
望
者
は
日
本
語
力
を
問
わ
ず
編

入
学
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

現
在
特
に
小
学
校
一
、
二
年
生
に
、
日
本
語

指
導
が
必
要
な
子
供
が
多
く
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

台
中
で
は
、
国
際
結
婚
家
庭
の
子
供
と

両
親
と
も
に
台
湾
籍
家
庭
の
子
供
で
、
小

一
～
中
三
ま
で
各
学
年
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

四
～
五
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
入
学

の
際
に
日
本
語
力
を
問
わ
な
い
代
わ
り
に
、

保
護
者
に
対
し
て
、
日
本
語
学
習
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
台
北
で
も
同

様
で
す
が
、
日
本
語
力
に
問
題
の
な
い
子

供
も
い
る
一
方
、
他
方
に
お
い
て
母
親
が
台

湾
籍
の
場
合
を
中
心
に
家
庭
で
の
対
応
が

難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
実
際
に
は
日
本

語
指
導
は
学
校
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
家
庭
で
日
常
的
に
使
用
さ

れ
る
言
語
は
、
中
国
語
、
日
本
語
、
日
本

語
と
中
国
語
の
両
方
、
ま
た
そ
の
他
の
言

語
等
と
家
庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

台
北
日
本
人
学
校
の
日
本
語
指
導
体
制

　

一
年
生
は
、
年
齢
上
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、
先
生
方
は
「
指
示
が
通
り
に
く

く
、ち
ょ
っ
と
し
た
け
ん
か
も
少
な
く
な
い
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、

「
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
」（
例
：
す
ご
い
、
か
し
て

あ
げ
る
）と「
ち
く
ち
く
言
葉
」（
例
：
か
さ

な
い
、
ば
か
）を
紙
に
書
い
て
掲
示
し
、
他

者
の
思
い
を
く
み
取
り
、
友
達
と
よ
い
関

係
が
築
け
る
言
葉
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

台
北
で
は
一
、
二
年
生
の
希
望
者
を
対

象
に
、
週
一
回
放
課
後
を
利
用
し
て
三
十

五
分
間
の
日
本
語
補
習
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
両
学
年
と
も
四
学
級
四
名
の
担

任
が
い
る
こ
と
か
ら
、
三
段
階
（
上
中
下
）

の
レ
ベ
ル
別
に
四
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
学

年
担
任
が
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
一
年
生

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
挨
拶
等
）

中
心
、
読
む
こ
と
（
音
読
）
中
心
、
書
く

こ
と
中
心
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
学
級
で
の
様
子
か
ら
、

先
生
方
が
子
供
の
課
題
を
判
断
し
、
所
属

グ
ル
ー
プ
を
決
め
て
い
ま
す
。
一
年
生
で

日
本
語
補
習
を
受
け
て
い
る
児
童
は
二
十

四
人
、
国
際
家
庭
で
も
補
習
の
必
要
が
な

い
子
や
、
先
生
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
て

も
保
護
者
が
希
望
せ
ず
補
習
を
受
け
て
い

な
い
子
供
も
い
ま
す
。
参
観
し
た
三
つ
の
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補
習
授
業
の
う
ち
、
挨
拶
中
心
は
六
名
を

対
象
に
「
お
は
よ
う
」
や
「
さ
よ
う
な
ら
」

等
、
長
音
と
文
字
の
表
記
を
学
習
。
音
読

中
心
は
二
名
を
対
象
に
国
語
の
教
科
書
で

現
在
学
習
中
の
単
元
の
文
章
を
指
さ
し
な

が
ら
、
読
み
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
も
日
本
語
力
の
弱
い
グ
ル
ー
プ
で

は
、
二
名
を
対
象
に
十
色
で
塗
ら
れ
た
十

個
の
円
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
黒
板
に
投

影
し
、
先
生
が
「
赤
」
と
い
う
と
、
子
供

は
赤
色
の
円
を
タ
ッ
チ
す
る
と
い
う
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
楽
し
く
活
動
さ
せ
な
が
ら
色

と
呼
び
方
を
確
認
し
、
そ
の
後
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
で
書
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
年
生
は
、
約
二
十
名
が
レ
ベ
ル
別
に

四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
す
。
二
年
生
は

平
成
二
十
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
日
本
語

補
習
年
間
計
画
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用

し
、
全
グ
ル
ー
プ
が
同
じ
内
容
で
学
習
を

行
い
ま
す
。
前
期
十
三
回
、
後
期
十
八
回

で
構
成
さ
れ
、
計
画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

回
の
題
材
名
と
覚
え
る
言
葉
等
が
示
さ
れ

て
お
り
、
た
と
え
ば
第
一
回
は
「
自
己
紹

介
」、
覚
え
る
言
葉
は
「
～
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
参
観
し
た
六
月
二
十
八
日
は
「
濁
点

の
つ
く
五
十
音
」
に
つ
い
て
、「
濁
点
が
つ

く
言
葉
、
特
別
な
言
葉
探
し
」
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
濁
点
が
つ
く

五
十
音
を
確
認
し
た
あ
と
、
思
い
つ
く
濁

点
が
つ
く
言
葉
を
書
き
出
し
た
り
、「
大

き
い
＋
こ
え
＝
何
か
？
（
大
ご
え
）」
と
い

っ
た
特
別
な
言
葉
を
確
認
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

台
中
日
本
人
学
校
の
日
本
語
指
導
体
制

　

台
中
で
の
日
本
語
指
導
は
、
小
一
～
六

年
生
ま
で
、
保
護
者
か
ら
希
望
の
あ
る
子

供
を
対
象
に
、
通
常
の
時
間
割
の
中
で
、

週
一
回
四
十
五
分
の
中
国
語
学
習
の
時
間

の
裏
で
行
っ
て
い
ま
す
。
全
体
の
時
間
割

や
放
課
後
の
下
校
時
間
等
の
関
係
で
、
現

在
は
そ
の
よ
う
な
対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
家
庭
と
台
湾
家
庭
の
保
護
者
は
、
四

月
の
段
階
で
中
国
語
学
習
か
日
本
語
学
習

か
を
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
選
択
し
て
い
る
子
供
は
各
学
年

に
三
～
七
名
い
ま
す
。
中
学
の
国
語
科
教

員
一
名
が
全
学
年
を
担
当
し
、
国
語
教
科

書
、
ド
リ
ル
、
公
文
教
材
、
辞
書
等
を
利

用
し
て
、
音
読
、
文
法
、
文
の
作
成
、
語

彙
を
増
や
す
等
の
指
導
が
、
国
語
の
学
習

進
度
に
合
わ
せ
て
補
習
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
参
観
し
た
六
年
生
四
名
の
授
業
で

は
、俳
句
づ
く
り
を
「
入
道
雲
」
を
お
題
に
、

言
葉
の
意
味
を
辞
書
で
確
認
し
な
が
ら
創

作
し
、
お
互
い
の
句
か
ら
ど
ん
な
情
景
が

浮
か
ぶ
か
、
和
や
か
に
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

先
生
方
の
ニ
ー
ズ
と
今
後
の
方
向
性

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
校
で
取
り
出
し
の

日
本
語
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

極
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
在
籍
ク

ラ
ス
で
の
授
業
の
中
で
は
個
別
に
十
分
に

対
応
で
き
な
い
、
発
音
、
文
字
・
表
記
、

語
彙
の
確
認
、
文
型
・
文
章
の
指
導
等
を

週
一
回
で
も
補
習
的
に
行
う
こ
と
は
、
子

供
の
日
本
語
の
力
を
伸
ば
す
う
え
で
有
効

で
す
。

　

い
ず
れ
の
学
校
に
お
い
て
も
先
生
方
か

ら
は
、「
手
探
り
で
や
っ
て
い
る
こ
の
や

り
方
で
ほ
ん
と
う
に
よ
い
の
か
」「
グ
ル

ー
プ
の
中
で
の
個
人
差
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
れ
ば
よ
い
の
か
」「
日
本
語
指
導
を

す
る
際
の
見
通
し
を
知
り
た
い
」「
指
導

法
を
増
や
し
た
い
」
等
の
疑
問
や
要
望
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
疑
問
や
要

望
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次

の
よ
う
な
課
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
文
部
科
学
省
（
東
京
外
国
語
大
学
）
で

開
発
さ
れ
た
「
対
話
型
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（D
LA

）」
等
の
方
法
を
用
い
た
日
本
語

力
の
実
態
把
握

・
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成

・
全
体
計
画
の
作
成

　

取
り
出
し
で
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
た

と
え
ば
台
北
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を

子
ど
も
の
実
態
や
日
本
語
指
導
の
視
点
か

ら
見
直
し
、
学
校
や
子
供
に
応
じ
た
計
画

を
検
討
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
紹
介
し
た
と
お
り
台
北
・
台

中
で
は
言
語
的
文
化
的
に
多
様
な
子
供
た

ち
に
対
し
、
在
籍
ク
ラ
ス
の
授
業
で
も
日

本
語
指
導
の
視
点
や
背
景
へ
の
配
慮
が
日

常
的
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
先

生
方
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
具
体
物
等
を
活
用

し
て
興
味
関
心
や
理
解
を
促
し
た
り
、
授

業
中
さ
り
げ
な
く
声
か
け
を
し
て
活
動
を

促
し
た
り
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
基
礎
に
、
在
籍
学
校
で
の
日
本
語

指
導
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
検
討

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
国
際
結
婚
家
庭

の
子
供
や
現
地
の
子
供
た
ち
は
、
将
来
日

本
と
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
重
要
な

宝
で
す
。
文
部
科
学
省
で
開
発
さ
れ
た
Ｊ

Ｓ
Ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
視
点
や
国
内
の
実

践
を
参
照
し
て
、
日
本
人
学
校
の
負
担
を

軽
減
し
役
立
つ
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
協
働
で
開
発
し
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
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